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前
祭
斎
行

三
月
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
当
大
社
第
八
十
代
大
宮
司
宗
像

氏
貞
公
の
墓
前
祭
が
、
氏
貞
公
所
縁
の
関
係
者
が
参
列
す
る
中
、

滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
た
。

こ
の
墓
前
祭
は
氏
貞
公
逝
去
四

0
0
年
忌
に
あ
た
る
昭
和
六

十
一
年
に
、
当
大
社
と
菩
提
寺
で
あ
る
承
福
寺
と
の
墓
碑
保
存

の
協
議
の
折
、
神
式
と
仏
式
で
隔
年
毎
に
墓
前
祭
を
奉
仕
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
今
日
に
至
る
。

本
年
は
当
大
社
の
当
番
年
で
あ
り
神
職
三
名
が
出
向
し
神
式

で
執
り
行
わ
れ
た
。
前
日
の
予
報
は
雨
で
あ
り
テ
ン
ト
も
準
備

さ
れ
た
が
、
降
る
こ
と
な

く
祭
典
時
に
は
晴
れ
間
も

の
ぞ
く
中
、
当
大
社
高
向

宮
司
、
承
福
寺
埜
村
住
職
、

隣
船
寺
田
代
住
職
、
初
代

大
宮
司
清
氏
公
以
来
宗
像

家
に
仕
え
代
々
墓
守
を
さ

れ
て
き
た
占
部
家
の

こ
う
じ
ょ
う

方
々
、
墓
所
の
あ
る
上
八

今
門
地
区
の
皆
様
が
参
列

宗

言
言
』

み
や
計
画
が
始
ま
る
季
節
で
あ
る
。
私
は

息
子
が
誕
生
し
新
た
な
出
会
い
か
ら
早
一

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
▼
我
が
国
に
は

満
一
歳
の
誕
生
日
に
は
一
升
餅
を
つ
い
て

祝
い
子
に
背
負
わ
せ
た
り
踏
ま
せ
た
り
し

て
、
そ
の
子
が
食
に
困
ら
ず
、
健
や
か
に
育

ち
ま
す
よ
う
に
と
い
う
親
の
切
な
る
願
い

が
込
め
ら
れ
た
儀
礼
で
あ
る
。
そ
れ
は
今

日
で
も
多
く
の
家
庭
で
行
わ
れ
て
お
り
、

儀
礼
風
習
を
重
ん
じ
て
い
る
姿
で
あ
る
▼

昨
夏
に
は
政
権
が
交
代
し
、
そ
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
目
玉
の
一
っ
「
子
ど
も
手
当
」
が

今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
家
庭
の
経
済
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
少
子
化
に
歯
止
め
が
か

か
れ
ば
と
祈
っ
て
や
ま
な
い
▼
神
社
に
い

る
と
家
族
揃
っ
て
の
参
拝
を
よ
く
目
に
す

る
。
そ
こ
に
は
親
を
真
似
て
子
ど
も
が
神

前
で
手
を
あ
わ
せ
る
光
景
が
あ
る
。
こ
の

神
を
拝
む
と
い
う
習
慣
か
ら
は
自
然
と
礼

儀
や
感
謝
す
る
気
持
ち
が
代
々
伝
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
▼
国
に
よ
る
子
育
て

の
役
割
が
経
済
支
援
な
ど
の
政
策
な
ら
ば
、

神
社
に
携
わ
る
私
た
ち
の
役
割
は
我
が
国

の
儀
礼
や
習
慣
、
風
習
が
子
育
て
に
繋
が

る
こ
と
を
伝
え
る
事
で
あ
る
。
儀
礼
の
な

か
に
成
長
の
喜
び
や
節
目
を
感
じ
て
頂
き
、

参
拝
す
る
な
か
で
心
を
養
っ
て
頂
く
。
こ

れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
永
続
的
な
「
鎮
守

の
杜
」
に
足
を
運
び
、
我
国
に
生
を
受
け
た

悦
び
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
壱
）
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し
氏
貞
公
の
威
徳
を
偲
ん
だ
。

氏
貞
公
が
活
躍
し
た
室
町
末

期
の
九
州
の
情
勢
は
、
大
友
・
龍

造
寺
•
島
津
氏
の
三
大
勢
力
が

鼎
立
し
、
又
中
国
地
方
か
ら
は
、

毛
利
氏
が
九
州
へ
侵
攻
し
て
き

て
い
た
。
大
友
・
龍
造
寺
・
毛
利

氏
が
衝
突
す
る
地
は
、
筑
前
及

び
そ
の
周
辺
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
i
正
化
等
）
等
々
、
宗
像
大
神
の
神
威
．

地
方
に
存
在
す
る
宗
像
氏
を
は
じ
i
の
護
持
に
努
め
た
。
し
か
し
氏
貞

め
諸
勢
力
は
、
そ
の
時
々
の
情
勢
i
公
は
、
志
も
半
ば
の
四
十
二
歳
、
蔦
．

を
正
確
に
判
断
し
行
動
し
な
け
れ
ヶ
岳
城
で
風
邪
が
遠
因
と
な
り
病
．

ば
滅
亡
す
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
没
す
る
。
敵
に
侵
略
の
隙
を
与
え
頁
]
t

こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
に
大
：
な
い
為
、
そ
の
死
は
三
年
間
秘
さ
：
シ
〉
·

宮
司
職
を
継
い
だ
氏
貞
公
は
、
深
；
れ
る
こ
と
に
な
り
、
亡
骸
は
占
部
．
B
”
/
,

謀
遠
慮
を
巡
ら
し
神
郡
宗
像
を
外
一
右
エ
門
に
よ
っ
て
密
か
に
現
在
の
一
や

i
亨
ぐ
M
よ

敵
か
ら
守
り
、
落
日
の
宗
像
大
宮
：
地
へ
埋
葬
さ
れ
、
以
後
、
代
々
占
部
一
亨
忍
｀

司
家
の
再
興
を
図
っ
た
。
ま
た
戦
[
-
族
が
守
っ
て
き
た
。
そ
の
後
間
[
¢
を

8

乱
に
よ
り
衰
微
し
て
い
た
社
寺
等
も
な
く
氏
貞
公
の
願
い
も
叶
わ
―

の
復
興
に
も
努
め
た
。
ず
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
継
一

弘
治
三
年
(
-
五
五
七
）
本
殿
内
嗣
の
い
な
い
宗
像
大
宮
司
家
は
断
i

陣
よ
り
あ
が
っ
た
火
は
、
本
殿
・
拝
絶
と
な
り
、
そ
の
御
神
威
を
遍
＜
i

殿
を
焼
き
又
多
く
の
神
宝
が
灰
儘
」
加
ら
れ
た
宗
像
大
社
も
次
第
に
衰
一

に
帰
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
一
微
し
て
い
っ
た
。
一

の
時
を
置
き
、
氏
貞
公
が
厳
し
い
]
今
回
の
墓
前
祭
を
通
し
、
戦
国

時
勢
の
中
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
が
：
乱
世
の
混
迷
す
る
時
世
に
、
当
大
i

現
在
の
辺
津
宮
本
殿
で
あ
る

0

!
社
の
存
立
危
う
き
中
を
よ
く
守
り
[

こ
れ
以
外
に
も
神
郡
内
の
荒
廃
」
奴
い
た
中
興
の
祖
・
氏
貞
公
御
一
・

し
た
社
寺
の
復
興
、
現
在
の
上
八

3

代
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
、
我
々
i

辺
り
の
田
地
を
御
神
米
用
田
と
し
：
も
更
な
る
神
徳
宣
揚
に
心
を
尽
く
[

て
寄
進
、
神
社
の
改
革
（
祭
祀
の
厳
．
す
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

こ霞t“一
氏貞公肖像画

" 出
仕

" " " " " 
" " " " " 

" 禰
宜" 

舷
越
裕
介

日
高
庸
介

鈴
木
祥
裕

吉
野
理

松
林
拓

壱
岐
貴
寿

長
友
貞
冶

大御坂
塚床本

宗直
延之敬

中
原
裕
生

佐
々
木
大
冶

権
禰
宜
杉
山
安
彦 渡

邊
秀
丸

堤
宏
葦
津
幹
之

宮
司

高
向
正
秀

神
宝
館
々
長

文
化
財
管
理
事
務
局
長

庶
務
部
長

社
務
本
局
長

氏
子
青
年
会
事
務
局
長
（
兼
）

経
理
部
長

海
洋
分
局
長

祭
儀
部
長

宗
像
護
国
神
社
管
理
主
任
（
兼
）

宮
司
兼
務
社
管
理
主
任
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
長

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課
主
任

氏
子
会
幹
事
長
（
兼
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
長
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員

海
洋
分
局
主
任
（
中
津
宮
）

庶
務
部
広
報
課
主
任

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

宗
像
大
社
歌
会
担
当
（
兼
）

経
理
部
会
計
課
主
任

主
埜
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
長
（
兼
）

氏
子
青
年
会
事
務
局
員
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
主
任

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員

宮
司
秘
書
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

主
埜
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
員
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課
員

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

氏
子
青
年
会
事
務
局
（
兼
）
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奈
良
国
立
博
物
館

『
大
遣
唐
使
展
』

平
成
二
十
二
年
四
月
三
日
ー
六
．
か
ら
唐
へ
初
め
て
派
遣
さ
れ
た
公
i
特
に
奈
良
三
彩
小
壺
は
、
奈
良
の

月
二
十
日
ま
で
奈
良
国
立
博
物
館
i
式
の
使
節
団
で
あ
る
。
彼
ら
が
唐
都
の
官
営
工
房
で
作
ら
れ
国
家
規

が
開
催
す
る
「
大
遣
唐
使
展
」
へ
当
．
か
ら
持
ち
帰
っ
た
知
識
・
技
術
・
文
模
の
祭
祀
に
捧
げ
ら
れ
る
も
の
と

大
社
神
宝
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
．
化
は
、
わ
が
国
の
文
化
水
準
を
飛
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
遣
唐
使
が

土
品
が
出
陳
さ
れ
る
。
一
躍
的
に
高
め
、
豊
か
な
恵
み
を
施
辿
っ
た
海
路
の
難
所
の
祭
祀
で
も

本
年
、
平
城
京
が
開
か
れ
て
か
．
し
、
新
し
い
国
づ
く
り
の
活
力
と
｛
等
し
く
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
千
三
百
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
·
な
っ
た
。
当
時
、
当
大
社
神
体
島
ら
、
本
展
覧
会
の
冒
頭
展
示
の
主

た
奈
良
で
は
、
各
所
で
様
々
な
記
：
沖
ノ
島
で
は
、
命
が
け
で
渡
海
す
役
と
な
っ
て
い
る
。

念
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
i
る
彼
ら
の
航
海
安
寧
が
祈
願
さ
れ
古
代
、
わ
が
国
の
重
要
な
外
交

る
。
本
展
覧
会
も
そ
の
一
環
で
、
平
；
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
に
携
わ
っ
た
人
々
の
心
情
を
、
宗

城
遷
都
の
時
代
の
「
遣
唐
使
」
に
焦
·
出
陳
品
の
内
容
は
、
奈
良
三
彩
像
三
女
神
へ
の
崇
敬
と
い
う
観
点

点
を
あ
て
、
彼
ら
が
日
本
の
国
づ
：
小
壺
、
滑
石
製
形
代
（
人
形
・
馬
か
ら
感
じ
取
ろ
う
と
す
る
本
展
覧

く
り
の
た
め
に
果
た
し
た
偉
業
と
｝
形
・
舟
形
）
、
祭
祀
土
器
、
八
稜
鏡
片
、
会
の
試
み
は
、
古
都
奈
良
と
宗
像

そ
の
意
義
を
空
前
の
規
模
と
内
容
皇
朝
銭
な
ど
計
七
十
四
点
。
遣
唐
大
社
の
尊
い
繋
が
り
を
知
り
う
る

で
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
・
使
の
真
摯
な
祈
り
の
象
徴
と
し
て
有
意
義
な
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

遣
唐
使
は
、
奈
良
時
代
、
わ
が
国
展
覧
会
の
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
る
。

ヘ
神
宝
出
陳

饂
刀
奉
納
奉
告
祭

去
る
三
月
十
六
日
、
中
村
計
夫

氏
よ
り
当
大
社
へ
短
刀
一
口
が
奉

納
さ
れ
た
。
本
短
刀
は
中
村
氏
が

守
り
刀
と
し
て
長
く
こ
所
蔵
さ
れ

て
き
た
も
の
で
、
同
氏
の
強
い
こ

希
望
で
こ
の
度
の
運
び
と
な
っ

た
。当

日
は
快
晴
。
午
前
十
時
よ
り
、

春
の
息
吹
に
包
ま
れ
た
辺
津
宮
本

殿
で
奉
納
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ

た
。
祭
典
に
は
中
村
氏
と
こ
夫
人

が
参
列
し
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。奉

納
さ
れ
た
短
刀

は
、
無
銘
の
た
め
詳

細
は
明
確
に
わ
か
ら

な
い
が
、
新
々
刀
（
江

戸
時
代
後
期
ー
明
治

時
代
初
期
）
と
み
ら

れ
る
。
短
刀
に
は
珍

も
ろ
は
か
ん
む
り
お
と
し

し
く
両
刃
冠
落

づ
く造

り
で
あ
る
。
近
く
、

当
大
社
神
宝
館
で
の

お
披
露
目
を
計
画
し

て
い
る
。
こ
の
度
の

こ
奉
納
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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. 
学
術
的
な
分
野
で
は
、
世
界
遺

産
登
録
申
請
の
た
め
の
推
薦
書
の

作
成
に
必
要
な
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
見
直

し
や
そ
れ
に
伴
う
構
成
資
産
の
選

定
作
業
で
す
。
具
体
的
に
は
、
昨
年

度
調
査
し
今
年
国
指
定
史
跡
と
な

っ
た
田
熊
石
畑
遺
跡
や
、
大
島
に

お
い
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
御
嶽

山
山
頂
の
露
天
祭
祀
遺
跡
な
ど
を

構
成
資
産
に
含
め
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
沖
ノ
島
の
信
仰
と
古
代
豪

族
宗
像
（
胸
形
）
氏
を
ど
の
よ
う
に

組
み
あ
わ
せ
説
明
し
て
い
く
か
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論

を
お
こ
な
う
た
め
に
二
回
の
「
宗

ト
に
記
載
さ
れ
一
年
が
過
ぎ
ま
し
]
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

た
。
こ
れ
か
ら
世
界
遺
産
の
本
登
．
す
。
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
で
は
、

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
]
録
に
向
け
て
、
学
術
的
な
研
究
や
〗
学
術
的
な
調
査
研
究
の
分
野
と
市

が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
．
市
民
啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
一
民
啓
発
に
関
す
る
分
野
の
大
き
く

l
-

―
つ
の
活
動
を
軸
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

宗
像
市
世
界
遺
産
推
進
室年

の
活
動
梱
告
宗
像
市
役
所

世
界
遺
産
登
録
推
進
室

像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺

産
群
」
専
門
家
会
議
と

国
際
専
門
家
会
議
、
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
本
遺
産
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
軸
を
ど

こ
に
置
く
の
か
、
信
仰

な
の
か
交
流
な
の
か

を
議
論
し
ま
し
た
。
ま

た
、
世
界
遺
産
の
※
登

録
韮
準
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー

を
作
る
必
要
性
が
強

調
さ
れ
、
そ
の
中
で
、

碁
準
i
i
1
1
の
影
響
で
は
、

海
を
介
し
た
国
家
間

の
交
流
に
よ
っ
て
双

方
向
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
、
埜
準
出
の
証
拠
で
は
、
自

然
崇
拝
か
ら
社
殿
祭
祀
へ
の
変
遷

と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
宗
像
氏
に
関

す
る
表
象
と
そ
の
裏
づ
け
が
必
要

な
こ
と
、
埜
準
．V
Iの
関
連
性
で
は
、

禁
忌
や
伝
統
に
つ
い
て
具
体
的
な

調
査
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
今
後
議
論
す
べ
き
点
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
構
成
資
産
の
完
全
性
に

つ
い
て
も
、
保
護
保
全
が
万
全
で

ヽロいヽ晒ヽ只 Z工
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な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
沖
ノ
島
一
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
く
必
要
が
．
i
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
●
変
わ
ら
ず
永
遠
に
続
く
よ
う
に
今

の
よ
う
に
渡
島
な
ど
の
入
場
制
限
あ
り
ま
す
。
と
で
す
。
か
ら
そ
の
埜
礎
づ
く
り
を
行
っ
て

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
世
界
遺
産
]
今
年
度
は
、
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
．
世
界
遺
産
登
録
の
本
質
的
な
目
．
世
界
遺
産
登
録
の
た
め
の
推
薦
．
い
き
ま
す
。

委
員
会
は
、
問
題
な
い
と
し
て
い
関
連
遺
産
群
」
に
つ
い
て
知
っ
て
的
は
、
地
域
に
あ
る
貴
重
な
文
化
書
提
出
は
、
多
く
の
課
題
な
ど
を

ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
活
動
．
も
ら
う
た
め
に
九
州
大
学
の
協
力
こ
財
や
自
然
の
保
護
保
全
で
あ
り
、
一
解
決
し
て
早
く
て
も
六
年
後
を
予
一
※
登
録
埜
準
と
は
、
あ
ら
か
じ

に
お
い
て
も
世
界
遺
産
委
員
会
]
で
D
V
D
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
i
広
く
は
よ
り
良
い
自
然
環
境
や
生
i
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
長
丁
一
め
世
界
遺
産
の
登
録
条
件
と
し
て

は
、
市
民
一
人
一
人
の
参
加
を
重
一
た
、
本
遺
産
と
世
界
遺
産
と
は
何
．
活
環
境
を
保
っ
て
い
く
こ
と
で
一
場
に
な
り
ま
す
が
、
世
界
遺
産
登
一
定
め
た
埜
準
で
す
。
文
化
遺
産
は

要
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
民
i
か
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
興
味
を
．
す
。
こ
う
し
た
遺
産
を
地
域
の
誇
一
録
推
進
室
で
は
、
多
く
の
人
々
の
一
六
つ
の
埜
準
が
あ
り
、
一
っ
以
上

が
こ
の
貴
重
な
遺
産
を
守
ろ
う
と
i
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
D
．
り
と
し
て
認
識
し
、
ま
た
、
ま
ち
づ
i
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
]
該
当
し
て
い
な
い
と
世
界
遺
産
と

す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
、
地
域
と
：
V
D
を
活
用
し
な
が
ら
啓
発
活
動
一
く
り
に
活
用
し
て
い
き
な
が
ら
、
i
し
、
こ
う
し
た
理
念
が
、
登
録
後
も
：
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
体
と
な
っ
て
保
護
保
全
し
て
い
．
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
で
は
東
郷
一

く
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
：
地
区
や
田
島
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
i

す
。
幸
い
宗
像
・
福
津
両
市
に
は
応
i
イ
連
営
協
議
会
、
宗
像
高
校
九
十
一

援
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
一
周
年
イ
ベ
ン
ト
、
宗
像
漁
協
や
農
一

な
市
民
団
体
の
活
動
が
世
界
遺
産
i
協
な
ど
各
種
企
業
や
団
体
を
対
象
i

登
録
を
進
め
る
上
で
鍵
と
な
り
ま
こ
に
説
明
会
を
開
き
、
市
外
に
お
い
i

l
]
よ
閲
[
:
l
直
四
i

に
、
世
界
遺
産
登
録
活
動
t
i
い
い

6
[□
□
□
日
日
汀

5
-『I

―
-
"
"
"
三
年
．

日
｀
い
t
r
]
い
い
い
い
い
い
い
ポ
ー
タ
ー
も
i
i
g
こ

1
1
"
1
-
I
]
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平成22年・日本海々戦記念

沖津宮現地大祭の御象肉
今年も沖ノ島西方洋上で明治38年に国家の命運をかけ戦った日本海海戦の記念日を卜して、

年に一度沖ノ島に渡島し、『沖津宮現地大祭』が斎行されます。

下記、要項で参加者を募集致しますので、参拝ご希望の方はお申し込み下さい。

■船上から見た沖ノ島 ■海中での楔 ■沖津宮現地大祭の様子

①参拝者は沖津宮奉賛会費として 1 名に付き、 20,000円お納め頂きます。

②参拝御希望の方は、当大社より『参拝申し込み書』をお取り寄せ頂き、社務所まで御返送下さい。定員

(200名）になり次第締め切らせて頂きます。

③乗船者数に制限がありますので、申し込み先着順の参拝許可と致します。

④沖ノ島渡島前日の5月 26 日（水） 18:00迄に中津宮（筑前大島）に到着し、受付を済ませ、渡島安全祈願祭

に御参列していただきます。（祭典後、各班ごとに説明会を行います）

⑤5月 27 日（木） 7:00前後に大島港を出港。

・沖ノ島到着後、直ちに海水で凧契をして頂きます。

・祭典は 10:00の予定です。

• 13:00沖ノ島を出港の予定で、大島着島は当日の天候次第で変動致しますが15:00頃の予定です。

•大島一神湊間のフェリー最終便は18:00です。

⑥海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島の沖津宮遥拝所で祭典を斎行致します。

⑦関係筋の通達により年令70オ以上の方や、健康状態が良好でない方、

長時間の乗船に耐えられない方は御遠慮願います。

⑧申し込み者には受付後参加の諾否を葉書で御通知申し上げます。

①遊山・魚釣等を目的とし、釣具類を持参しての乗船は固く禁止します。

もし違反があれば乗船をお断り致します。

②沖ノ島上陸の際は、古例により海水で面契をし、心身を清める事。

③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰る事を禁止します。

④厳重なる掟がある為、婦女子の参拝は固くお断わり致します。

大島での宿泊につきましては、参考要項に同封の、大島の旅館・民宿の

パンフレットを御参照の上、各自で直接予約願います。申込書・参拝心

得•参拝要項等を用意しておりますので、返信用切手を同封の 'I  :-..み，

ヽ；，＂.,,下記宛までお申し込み下さい。

申し込み先

〒811-3505 福岡県宗像市田島2331

宗像大社社務所祭儀部『沖津宮現地大祭』係

TEL (0940) 62-1311 〈代表〉

FAX (11) 62-1315 

令土=ニ-立.,.._·,,~~ヽーシ•-..-.~-―`--湿

-
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福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

里
山
に
女
が
薪
採
る
と
い
ふ
三
千
年
前
の
労
働
歌
読
む
（
詩
経
）

発
見
と
驚
き
の
一
首
、
添
え
書
き
の
詩
経
を
四
句
に
入
れ
「
詩
経
の
な
力
の
j
と

口
し
た
方
が
、
詩
経
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
の
力
で
一
首
に
ふ
く
ら
み
と
深
み
が
出
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

手
水
舎
で
作
法
ど
ほ
り
に
手
を
清
め
少
年
ふ
た
り
神
門
く
ぐ
る

（
作
法
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
い
る
少
年
は
珍
し
い
で
す
）

こ
の
ま
ま
で
は
歌
意
を
添
え
書
き
に
頼
る
の
み
の
写
実
の
域
を
出
な
い
。

口
和
句
は
「
褒
め
て
し
や
ら
ん
」
と
、
き
っ
ち
り
自
分
の
考
え
を
出
し
た
い
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

こ
ぞ去

年
ま
で
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
チ
ョ
コ
な
れ
ど
今
年
は
焼
酎
を
夫
へ
贈
り
ぬ

雷
と
な
っ
た
の
は
夫
の
意
思
か
表
の
意
思
か
、
い
づ
れ
に
し
て
も
流
行
に
流
さ
れ
ま
い
と
す

口
る
心
の
確
立
が
見
え
て
望
し
い
。
四
句
な
か
ば
か
ら
は
「
夫
へ
鬱
讐
j
と
定
型
に
し
た
い
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

諦
め
と
未
練
が
せ
め
ぐ
ふ
り
か
へ
り
春
の
雪
降
る
墓
地
を
後
に
す

事
柄
を
入
れ
過
ぎ
て
折
角
の
情
感
が
伝
わ
り
に
く
い
。
「
諦
め
と
未
練

口
が
せ
め
ぐ
ふ
り
か
へ
り
ふ
り
か
へ
り
雪
の
墓
地
を
後
に
す
」
と
し
た
い
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

明
日
に
つ
な
ぐ
命
の
た
め
の
米
を
研
ぐ
音
さ
え
ざ
え
と
狭
き
厨
に

い
い
歌
だ
が
「
研
ぐ
童
を
三
句
と
四
句
の
句
跨
り
に
し
た
の
で
リ
ズ
ム
と
意
味
の
流
れ
が
止

ロ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
上
句
を
「
明
日
に
つ
な
ぐ
命
の
米
を
研
ぎ
て
を
り
」
と
一
＿
＿
句
切
れ
と
す
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

山
嬰
の
あ
び
に
霧
湧
く
朝
ま
だ
き
道
の
駅
へ
急
く
深
ネ
ギ
の
前
の

下
句
や
や
言
い
急
い
で
い
る
。
一
、
二
句
を
「
山
袈
に
霧
湧
く
あ
し
た
」

口
と
簡
明
に
叙
し
て
、
以
下
を
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
詠
っ
て
欲
し
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

方
言
の
飛
び
交
ふ
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
更
地
と
な
り
て
ま
ぼ
ろ
し
と
な
る

上
句
は
過
去
の
こ
と
だ
か
ら
「
方
言
の
飛
び
交
ひ
て
ゐ
し
バ
ス
タ
ー

ー
ミ
ナ
ル
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
過
疎
化
す
る
悲
し
み
の
う
た
で
あ
る
。

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

在
満
の
兵
の
日
想
へ
ば
な
ん
の
そ
の
凍
て
つ
く
朝
の
耐
寒
ゴ
ル
フ

田
見
習
う
べ
き
こ
の
心
意
気
。
巧
拙
を
超
え
た
力
が
あ
る
。

社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子こんじ
き

そ
と
あ
け
し
散
華
は
一
枚
金
色
の
日
輪
描
け
り
魁
夷
の
筆
に
（
唐
招
堤
寺
）

国
覧
の
絵
に
対
す
る
四
歌
、
た
だ
絵
を
知
ら
な
い
人
に
は
一
、
二
句
は
判
ら
な
い
の
が
惜
し
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

農
道
の
椿
一
輪
手
の
ひ
ら
に
頬
よ
せ
み
れ
ば
か
す
か
に
匂
ふ

一
首
の
中
で
農
道
が
生
き
て
い
な
い
。
上
句
を
「
一
輪
の
椿
の

口
化
を
手
に
の
せ
て
」
と
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
詠
う
こ
と
が
大
切
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

か
た

わ
が
方
を
向
き
て
咲
き
た
る
白
梅
の
ゆ
か
し
き
か
ほ
り
に
一
日
の
は
じ
ま
る

「
ゆ
か
し
き
か
ほ
り
」
は
、
言
い
過
ぎ
。
こ
こ
は
素
直
に
「
か
す
か
な

口
げ
」
位
で
い
い
の
で
は
、
な
お
「
か
ほ
り
」
は
「
か
を
り
」
で
あ
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

美
を
競
う
氷
上
の
少
女
舞
う
た
び
に
軽
羅
の
裾
は
朝
顔
と
な
る

田
四
、
五
句
に
は
作
者
の
目
が
あ
り
表
現
へ
と
昇
華
し
て
い
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

リ
ル
リ
ル
と
イ
カ
ル
の
嗚
く
を
真
似
を
す
る
国
光
珠
子
さ
ん
は
得
難
き
わ
が
友

節
調
の
良
さ
が
会
え
ば
心
安
ら
ぐ
友
へ
の
思
い
を
増
幅
さ
せ
て
い

B
゜
小
品
の
良
さ
が
あ
る
。
「
珠
子
さ
ん
は
」
の
「
は
」
は
省
き
た
い
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

よ
い
と
ま
け
の
歌
に
思
び
出
す
旱
魃
で
三
反
の
米
実
ら
ぬ
年
を

こ
の
ま
ま
で
は
作
者
の
思
い
は
読
む
側
に
伝
わ
ら
な
い
、
上
句
を
「
よ
い
と
ま
け
の
歌
に

ロ
は
叩
き
思
ぴ
あ
り
」
と
し
下
句
を
「
旱
魃
で
米
の
痰
れ
ざ
り
し
年
」
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

酸
素
吸
び
点
滴
を
受
け
ベ
ッ
ド
に
伏
す
一
日
は
長
く
心
さ
だ
ま
ら
ず

田
三
句
以
下
は
「
伏
す
ベ
ッ
ド
心
さ
だ
ま
ら
ず
一
日
は
長
し
」
と
語
順
を
入
れ
替
え
た
い
。

北
九
州
市
戸
畑
田
中
ハ
ッ
セ

盆
栽
の
さ
か
り
の
白
梅
桜
草
ぼ
け
も
咲
き
ゐ
る
吾
が
庭
に
立
つ

国
更
の
よ
ろ
こ
び
の
歌
。
一
、
二
句
は
「
盆
栽
の
白
梅
さ
か
り
」
と
順
直
に
詠
い
た
い
。

福
岡
市
南
区
柏
原
加
野
シ
ノ
ブ

各
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
達
国
を
背
に
し
て
ス
タ
ー
ト
に
立
つ

正
に
こ
の
通
り
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
マ
ス
コ
ミ
の
報
導
文
か
ら

口
出
て
い
な
い
。
も
っ
と
自
分
の
目
と
言
葉
で
作
っ
て
欲
し
い
。

~r.a 
わ
た
く
し
の
喜
び
と
し
も
冬
枯
れ
の
植
込
み
の
な
か
く
る
み
そ
さ
ざ
い

ザ
ボ
ン

晴
れ
ぎ
は
の
時
雨
に
朱
槃
つ
や
だ
ち
て
白
秋
生
家
の
中
庭
寒
し

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
む
と
寄
り
し
窓
に
見
え
水
路
に
近
く
枇
杷
の
花
咲
く

沖
ノ
島
に
行
っ

L

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
時
化
が
多
い
ら
し
く
、
勤
務
交

代
日
以
外
は
た
っ
た
＿
人
の
勤
務
で

し
た
▼
今
回
島
で
は
「
坂
の
上
の
雲
」
を

読
み
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
日

本
海
海
戦
は
沖
ノ
島
北
西
の
対
馬
海

峡
が
舞
台
で
あ
り
、
「
沖
ノ
島
」
の
章
も

登
場
す
る
た
め
感
慨
深
か
っ
た
で
す

▼
読
み
始
め
る
と
子
規
や
秋
山
兄
弟

以
上
に
、
日
清
・
日
露
戦
争
ま
で
の
経
緯

や
時
代
背
景
、
帝
国
陸
•
海
軍
の
実
態
、

帝
国
主
義
時
代
の
世
界
情
勢
、
日
露
両

国
の
将
校
ー
＿
士
官
に
至
る
ま
で
の

出
自
や
戦
後
ま
で
子
細
に
描
か
れ
て

お
り
、
教
科
書
程
度
の
知
識
し
か
持
た

な
い
小
生
に
は
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
▼
ま
た
曾
祖
父
が
憲
兵
伍
長

と
い
う
軍
の
音
察
と
し
て
満
州
に
従

軍
し
た
こ
と
も
あ
り
（
そ
の
軍
事
恩
給

で
父
は
神
職
の
学
校
を
出
た
と
聞
い

て
い
る
）
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
先
祖
に

も
思
い
を
馳
せ
る
機
会
と
も
な
り
ま

し
た
▼
歴
史
に
「
も
し
」
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
日
露
戦
争
に
敗
れ
て
い
た
ら
、

今
日
の
日
本
の
地
位
も
な
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
▼
東
郷
元
帥
が
指
揮
を

と
っ
た
旗
艦
「
三
笠
」
は
横
須
賀
港
に
あ

り
、
そ
の
「
羅
針
儀
」
は
当
大
社
神
宝
館

の
三
階
で
、
民
族
の
命
運
を
賭
け
た
歴

史
を
静
か
に
語
っ
て
い
ま
す
。
（
塚
）

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

梅
咲
き
て
メ
ジ
ロ
嗚
か
ん
や
春
知
ら
ず

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

玉
垣
に
光
集
ま
る
今
朝
の
春

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

八
重
よ
り
も
一
重
の
気
品
雪
中
花
（
水
仙
の
花
）

品
集
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